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を省察し､ 明示的でない問題を発見し､ 実践行為の中で知を生成する力である｡ こうした実践力を向上させるための教
育訓練として､ 実践家による省察的事例研究法を提案する｡ 心理臨床分野の実践家の育成方法を比較検討し､ 省察的事
例研究法の研究パラダイム､ 研究デザインを実用的観点から整理した｡ さらに､ 省察的実践家の熟達化を支援するため､
特にキャリアプラトーの克服に有用な省察的事例研究のタイプを検討した｡ 慢性看護実践の省察的事例研究プロセスが
個人の経験学習となり､ 組織での知識創造サイクルを動かす中軸ともなる｡ 実際の展開には､ 認識論・方法論を理解し
た人材の育成､ ならびに研究者と実践家の協働が必要である｡
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という用語は､ ) 研究方法論､ ) 研究プロ
























ついて､ 中村 (1992) は ｢科学の知｣ が排除し
てきた ｢臨床の知｣ を新たなパラダイムとして
提唱した18)｡
Guba & Lincoln (1994)は､ 研究を導く基本的
な考え方や哲学的な前提を探究のパラダイムと
















のに対し､ ｢臨床の知｣ のパラダイムは､ コス































意味する｡ 省察的思考とは､ Shon (1983)が提
唱した省察的実践家 (reflective practitioner)
の中核に位置づけた探究方法である｡ それは､
実践家が ｢状況との対話｣ ｢自己との対話｣ を
展開しながら､ 行為をしている間に活動を適切
に調整する ｢行為の中の省察 (reflection in
action)｣ に代表される｡ また､ ｢行為の中の省
察｣ は､ 事後に出来事の意味を振り返る ｢行為
の後の省察 (reflection after action)｣､ 行為
の事実を対象化して検討する ｢行為についての





















































































































に 認 知 心 理 学15)21)29)30) の 実 践 知 (practical
intelligence) の熟達化 (expertise) ､ 経営
学31) の 組 織 の 知 識 創 造 (organizational



























初心者 (novice)､ 新人 (beginner)､ 一人前
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